
令和７年（2025年）２月那覇市議会定例会 

 

代表質問発言通告書 (３日目 ) 

令和７年２月 19日(水) 
                                  公 明 党 35分 

無 所 属 ク ラ ブ 30分 

                                  にぬふぁぶし那覇 20分 

 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

１ 翁 長 俊 英 

( 公 明 党 ) 

１ 平和行政に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 釣り文化振

興について 

 昨年 12 月「日本原水爆被害者団体協議会」が

ノーベル平和賞を受賞した。市長は施政方針で

「苛烈な地上戦を経験した沖縄に生きるものと

して争いのない平和な世界を訴えてまいります」

としている。平和は叫ぶだけで平和が訪れる、そ

う簡単なものではないと思うが、どの様な行動を

起こすのかについて、以下伺う 

 

(１) 本年開催を予定している本市と長崎市、広

島市の三市長によるトークセッションなど

とはどの様な事を想定しているのか伺う 

 

(２) （交流の輪を広げて平和を希求するまちづ

くり）について 

   核兵器の廃絶と恒久平和の実現を発信す

る目的で「日本非核宣言自治体協議会」の総

会を本市で開催するに当たり市長の決意と

見解を問う 

 

(３) ３月にニューヨークの国連本部で開かれ

る核兵器禁止条約の第３回締約国会議が開

かれる。公明党は一貫して政府に対して同会

議にオブザーバーとして参加するよう斉藤

代表をして石破総理に要請をしてきた。公明

党としても連帯感を共有する意味で代表参

加していく 

   日本が核兵器禁止条約締約国会議にオブ

ザーバーとして参加する意義について市長

の見解を問う 

 

 

(１) 施政方針（様々な産業が集い・育ち・ひろ

がるまちづくり）について 

   本市水産業の拠点である泊漁港周辺地域 

 

割当時間(答弁を除く) 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

   一帯が秘めるポテンシャルを最大限に引き

出すことを目的とした「泊漁港将来像構想」

の実現に向けて「泊漁港等整備基本計画」の

策定に取り組むとしている 

   どの様な構想でどの様な計画かについて

伺う 

 

(２) 那覇港湾一文字防波堤の釣り利用について 

   沖縄は海洋県でありながら行政における

釣り文化振興行政は皆無であり施策の欠落

であると違和感を持っている 

   国交省は観光資源として港湾における釣

り施設や既存の防波堤等の利活用を進めて

おり、地方創生を目的に積極的に釣り文化振

興に取り組んでいる港湾をモデル港として

募集している。現在までに全国で 21 か所、

これからも更に増えていく事が予想されて

いるが、沖縄には一か所も存在しない 

   一方で、昨年の遊漁法の改正によって従来

開放されていた防波堤などの釣り利用がで

きなくなり、全国でも関係する渡船業、関係

する団体や釣り愛好家にとっては死活問題

となっている 

   那覇港湾一文字防波堤の釣り利用の継続

について、関係者から港湾組合に陳情が出て

継続審議となり話し合いを継続していると

ころであり、港湾議会で玉城管理者に釣り行

政と防波堤の釣り利用について確認し、港湾

防波堤の釣り開放については県内市町村か

ら釣り文化振興の施策としてあることが前

提であるとの趣旨の答弁があった 

   それからすると、那覇港湾の釣り文化振興

の推進については当該自治体である那覇市

次第になるという事になる 

 海洋県でありながら行政における釣り文

化振興の施策がないことについて認識を問う    

また、那覇市として地方創生まちづくり観

光資源の活用等の視点から釣り文化振興の

施策を明確にすべきでないか見解を問う 

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、関係部長 

 



代表質問（３日目） 令和７年２月 19日(水) 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

２ 金 城 亮 太 

( 公 明 党 ) 

 

 

１ 火葬場につ

いて 

 

 

 

２ 公立小中学

校体育館の空

調設備整備に

ついて 

 

 

 

 

３ 健康行政に

ついて 

 

 

 

４ こども誰で

も通園制度に

ついて 

 

 

 

 

 

 

５ 産後ケア事

業の委託先拡

充について 

 

 

６ インフラ強

靭化について 

 火葬炉の更新工事や、夏場の死亡者数の増加な

どによる火葬待ち対策を要請してきたが、これま

での検討の経過と今後の取組について問う 

 

 

文部科学省が令和６年度補正予算で「空調設備

整備臨時特例交付金」を新設した。安全安心な教

育環境を確保するとともに、避難所としての機能

強化を図るため、公立小中学校の体育館への空調

設備の整備は喫緊の課題である。整備に向けた検

討状況と課題、今後の取組について問う 

 

 

帯状疱疹ワクチンの定期接種が令和７年度４

月からスタートする。本市の接種費用助成につい

ての見解を問う 

 

 

令和８年度の本格実施を見据えたモデル事業

について以下問う 

 

(１) 令和６年度の実施状況と課題  

 

(２) 令和７年度の取組と令和８年度本格実施

に向けたスケジュール 

 

 

(１) 進捗と課題を問う  

 

(２) 今後の取組について問う 

 

 

埼玉県八潮市の道路陥没の事故を受けて、以下

問う 

 

(１) 本市の上下水道の現状と更新計画について 

 

(２) 本市において老朽化した上下水道の緊急

点検を行う考えがあるか 

 

(３) 道路の維持管理の現状と課題、今後の新たな

取組について 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ７ 医療行政に

ついて 

(１) 那覇市立病院の新病院棟建設工事の進捗

と課題を問う 

 

(２) 医療提供体制の現状と課題、対応について

問う 

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、教育長、上下水道事業管理者、

関係部長 

 



代表質問（３日目） 令和７年２月 19日(水) 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

３ 吉 里  明 

( 公 明 党 ) 

１ 平和行政に

ついて 

 本年５月、「日本非核宣言自治体協議会」の総

会を那覇市で開催し、那覇・広島・長崎の３市長

によるトークセッションを実施する 

 これは新たな平和創出に向けた大変重要な取

組であり、未来に向けた恒久平和の礎となる機会

にすべきである 

 那覇市には学術協力に連携協定している国連

大学（ＵＮＵ）と、世界最高峰の科学技術を有す

る沖縄科学技術大学院大学（ＯＩＳＴ）の存在の

強みがある。また、広島にある国連訓練調査研究

所（ＵＮＩＴＡＲ）は既に長崎と連携している 

戦後 100周年に向けて、３市の強みを活かしな

がらパートナーシップを深化させ、持続可能な取

組を進めていく必要がある。以下提案する 

 

(１) 原爆や沖縄戦の実相を学ぶ「平和学習ツー

ル」を作成するほか、戦争体験を伝承するた

めにＶＲを活用するなどＤＸ化に取り組ん

で頂きたい。そのために那覇・広島・長崎の

３市連携によるプロジェクトを立ち上げる

べきである。見解を伺う 

 

(２) 次世代の平和人材を育成するプログラム

などを検討すべきである。見解を伺う 

 

(３) 北東アジア非核兵器地帯構想の実現や「核

兵器の先制不使用」をＮＰＴ（核兵器不拡散

条約）再検討会議の最終文言に盛り込むた

め、核廃絶の機運を高める新たな取組を進め

ていくべきである。見解を伺う 

 

(４) 日本を取り巻く安全保障環境が厳しさを

増してきていることから、公明党は紛争の未

然防止へ多国間で安全保障を話し合うアジ

ア版のＯＳＣＥ（欧州安全保障協力機構）を

日本が主導してアジアにつくるべきだと考

えている 

   知念市長には、広島市長と長崎市長と連携

しながら、ぜひ共に取組を推進して頂きたい

と考えるが、ＯＳＣＥの設置案を含めた市長

の見解を伺う 

 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ２ ＧＷ2050Ｐ

ＲＯＪＥＣＴ

Ｓについて 

 

 

 

 

３ 教育行政に

ついて 

 ＧＷ2050ＰＲＯＪＥＣＴＳの概要と今後のス

ケジュールについて伺うとともに、経済界を中心

とした民間主導で構想を練っていくことについ

て、どのような意義があり効果が期待できるのか

伺う 

 

 

(１) 本市中学校の学校給食費無償化、そして沖

縄県に先駆けた小学校の半額補助の実施を

高く評価する 

沖縄県は、小中学校を問わず等しく経済

的負担の軽減を図りたいと決断した那覇市

に倣い、早急に小学校への半額補助を決断

すべきである。以下、伺う 

 

 ① 給食費無償化に向けて、小中学校への半

額補助の決断に至った経緯と本市の考えを

伺う 

 

 ② 給食費の半額補助は今後も継続してい

くとの認識でよいのか 

 

 ③ 県に対して今後どのような対応を求め

るのか 

 

(２) 那覇市立夜間中学（学級）の設置検討状況

について伺う。また県との協議は十分に尽く

されたのかを伺う 

 

(３) 「教員負担軽減タスクフォース」のこれま

での成果と課題、今後の取組について伺う 

 

(４) 不登校等の課題を抱えた子ども達の実態

と、これまでの対応、次年度の取組について

伺う 

 

(５) 小中学校及び公立のこども園におけるイ

ンクルーシブ教育のこれまでの取組と課題、

次年度の取組について伺う 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ４ 配慮が必要

な方々への支

援について 

 

 

 

 

 

５ 公営住宅に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 道路行政に

ついて 

 授乳期のお母さんが搾乳のために授乳室を利

用しやすくするため「搾乳できます」と記載され

たマーク設置の取組が全国的に展開されつつあ

る。神奈川県では授乳室で搾乳できることを知ら

せるマークを作成し、公共施設や商業施設などに

掲示している。本市でも導入できないか見解を伺う 

 

 

(１) 県営住宅と市営住宅の家賃過大徴収の事

案について、その原因を含めた実態と今後の

県と本市の対応について伺う 

 

(２) 令和５年９月定例会にて糸数昌洋議員が

指摘した市営住宅の修繕待ちの空家解消に

ついて、これまでの本市の取組と令和８年度

までの入居待ち解消に向けた現在の取組状

況を伺う 

 

 

 街路事業５路線１地区のこれまでの取組と、次

年度の取組、市民の声や整備完了までを含めた課

題と対応について伺う 

 

 

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、教育長、関係部長 

 



代表質問（３日目） 令和７年２月 19日(水) 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

４ 奥 間 綾 乃 

(無所属クラブ) 

令和７年度施

政方針について 

(１) 恒久平和のモニュメント「なぐやけ」の周

辺整備について、具体的な内容とスケジュー

ルを伺う 

 

(２) 「学校問題解決支援員」の役割と業務内容

について伺う 

 

(３) 「（仮称）中心市街地商業等振興計画」に

ついて内容とスケジュールを伺う 

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、教育長、関係部長 

 



代表質問（３日目） 令和７年２月 19日(水) 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

５ 當 間 安 則 

(無所属クラブ) 

１ 施政方針に

ついて 

 昨年 10 月に折り返しを迎えた知念市政、今回

表明された３度目にあたる令和７年度の施政方

針より以下伺う 

 

(１) 戦争の悲惨さを風化させないために予定

している那覇市、長崎市、広島市の市長のト

ークセッションについて概要を伺う 

 

(２) 学校給食費無償化の経緯及び財源構成に

ついて伺う 

 

(３) 自治会館等のコミュニティ供用施設の建

替え等の補助について概要と財源を伺う 

 

(４) 災害時における避難行動要支援者のため

の個別避難計画書や避難体制の整備の現状

と目標について伺う 

 

(５) 障がいがある方が地域で安心した暮らし

を継続できる緊急時の受入れ先の確保や居

住体験の場の提供について伺う 

 

(６) 第５次那覇市総合計画の５つのめざすま

ちの姿の中の万国津梁のまちＮＡＨＡの（産

業を支える市民とその労働環境を整えるま

ちづくり）が削除された経緯を伺う 

 

(７) 公共施設等の照明のＬＥＤ化について現

状と推進計画について伺う 

 

(８) 崖崩れに対する民間の対策工事等への費

用の補助について伺う 

 

(９) ＡＩが道路表面の損傷を自動分析・抽出す

るシステムについて伺う 

 

(10) 水道施設の基幹管路の耐震化、下水道施設

の汚水未普及地区の現状、重要幹線等の耐震

化の現状と計画を伺う 

 

(11) 那覇軍港の跡地利用の短期及び中長期的

な計画について伺う 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

   

 

 

 

２ 教育行政に

ついて 

(12) 市税収入について、主な内訳別の直近５年

間の収入額の推移を伺う 

 

 

 那覇市立金城小学校のＰＴＡが企画した航空

自衛隊南西航空音楽隊コンサートの中止につい

て以下伺う 

 

(１) 経緯を時系列にて伺う 

 

(２) 市教育委員会の関連について伺う 

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、教育長、上下水道事業管理者、

関係部長 

 



代表質問（３日目） 令和７年２月 19日(水) 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

６ 瀬名波  奎 

(にぬふぁぶし那覇) 

１ 学校給食費無

償化について 

 

 

２ 子育て行政

について 

 

 

 

 

 

 

３ 保育行政に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 福祉行政に

ついて 

 

 

５ まちづくり

行政について 

 次年度以降の財源の見通しと事業の拡大に

ついて伺う 

 

 

特別児童扶養手当の支給について以下伺う 

 

(１) 特別児童扶養手当の申請から手当支給

までの流れ 

 

(２) オンライン申請の取組 

 

 

(１) 保育士の処遇改善について以下伺う  

 

  ① 保育士のキャリアアップに係る費用

負担について、本市で助成するべきであ

ると考えるが本市の見解を伺う 

 

  ② 現在本市で行っている保育士に対す

る処遇改善費について、予算の総額の推

移を伺う 

 

(２) 子育て支援センターの概要と取組状況

について伺う 

 

(３) こどもの権利条例制定に向けた進捗状

況について伺う 

 

 

 独居高齢者見守りシステムの現在の課題を

伺う 

 

 

(１) 本市における普及率及び下水道未整備

の世帯数、未普及の主な要因を伺う 

 

(２) 那覇市密集住宅市街地モデル地区整備計

画の策定に向けた進捗状況について伺う 

 

(３) 那覇市版ＳＩＢの今後の見通しについ

て伺う 

 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

   (４) 地域の拠点となるコミュニティ供用施設

の建て替え等補助について伺う 

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、教育長、上下水道事業管理者、

関係部長 

 


